
日本共産党県議会議員 遠藤れい子の県政だより No.9 発行/2021年8月5日 
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〇県議会執務室 〒950-0965 新潟市中央区新光町4-1 県議会内 ℡025-280-5475     ＊「遠藤れい子の県政だより」は、政務活動費を活用して発行しています。 

 厳しい暑さが続くもとで、新型コロナウイルスの感染拡大も懸念されています。 

 新潟県議会（6月定例会）は6月15日から7月5日まで開催され、感染症対策や東電・

柏崎刈羽原発問題、医療・福祉・環境問題など、多岐にわたる論戦が交わされました。

遠藤れい子県議は、6月29日の連合委員会において、知事質疑を行いました。 

東京電力の原発運転能力と資格が問われる根本問題… 

「核物質防護」 問題の 情報を公開せよ 
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遠藤 知事 知事 

遠藤 

歩道がせまくて危険…国道403号線 

県地域振興局に解決求める 

 大河津分水の拡幅工事に関係する大型トラックがひん

ぱんに通る国道403号線。中之島信条地区では歩道がせ

まく、路肩の痛みも激しいため、地元住民から「歩行者

はとても危険でこわい」「安全な歩道を」との強い要望

が出されていました。 

 7月14日、連合町内会長、区長さんなどと一緒に現地

を調査しながら、県の長岡地域振興局に対して「安全確

保対策」を強く要望しました。 

安心して暮らし続けられる地域へ 

小国診療所を訪問・懇談 

 もともと「小国医療センター」として常勤医2名

体制だったのに、5年前には入院病棟が廃止され、

現在は常勤医1名となっています。 

 遠藤れい子県議はこのほど、笠井長岡市議や細井

前市議、平あや子さんらと診療所を訪問し、小林所

長と懇談しました。所長は、「高齢化と過疎化が進

む豪雪地では、健康だけでなく、生活全般をケアで

きる社会的なサポートが重要」と語られました。 



 遠藤れい子県議は、福祉保健部関係の質疑で◇新型コロナ

ウイルス対策、◇県央基幹病院をめぐる諸問題、◇医師確保

対策などについて取り上げ、質疑いたしました。 

 特に感染症対策の「切り札」とされる「ワクチン接種」に

ついて、星名感染症対策・薬務課長が答えました。 

       なかなか進まぬワクチン接種 

 介護・保育等ケア労働者、障害者とその家族 

訪問療養者などに 優先接種を配慮してほしい 
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国政 

▲藤野保史衆院議員、平あや子氏らと（7/24） 

▲菊田まきこ衆院議員と中之島で小集会（6/5） 

▲米山隆一前知事と街頭から（4/27） 

糸魚川市の地滑り調査を実施 

 

７

月

６

日

、

新

潟

県

災

対

連

の

み

な

さ

ん

と

一

緒

に

、

糸

魚

川

市

来

海

沢

地

区

で

今

年

３

月

に

発

生

し

た

地

す

べ

り

災

害

の

調

査

を

糸

魚

川

市

防

災

課

と

市

消

防

本

部

の

立

入

許

可

を

受

け

て

行

い

ま

し

た

。

 

 

こ

の

災

害

で

は

幸

い

人

的

被

害

は

な

か

っ

た

も

の

の

、

全

壊

２

棟

、

半

壊

１

棟

、

県

道

寸

断

、

停

電

、

断

水

、

田

畑

の

被

害

が

広

が

り

、

ま

だ

避

難

解

除

さ

れ

て

い

な

い

地

域

も

残

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

“生理の貧困”への支援を 

 新型感染症のもとで仕事やバイトがなくなるなど、生活苦

から生理用品が買えない状況となり、「生理の貧困」が全国

的な問題となっています。日本民主青年同盟新潟県委員会

は、県下各地の大学生を中心に、食糧支援の取り組みを行

なっており、生理用品の需要も少なくありません。 

 遠藤れい子県議は6月

県議会で“生理の貧困”

への支援を求めました。 

 県は「国の交付金を活

用して市町村と連絡調整

を強め、支援を実施した

い」と答えました。 
日本民主青年同盟が実施している食糧支援 


